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宮城黎子生誕95年記念
日本女子テニスを牽引した足跡

全日本選手権 30タイトルの偉業

宮城黎子生誕95年記念

テニスの始め（1934年　田園小学校6年）
　田園テニス倶楽部
が開設し、父親の後
について行っては、
壁打ちをするように
なった。硬式テニス
に親しむようになっ
たきっかけである。
　夏休みには午前中
はテニス、午後は妹
や弟（淳氏）と多摩川で水遊びという毎日を送った。家の
前の道路に即席コートを作り家族でテニスをしたり、雨
の日は８畳間で壁打ちし、床の間の砂壁にボールの跡が
くっきりついて穴が開きかけるほど熱中した。

初めてのトーナメント出場（1939年　府立第三高女）
　田園テニス倶楽部で第21回東日トーナメント（現毎
日テニス選手権）が開催され、「ただひたすらボールを
打っているだけでは面白くないでしょ。ここであるのだ
から出てみなさいよ」と言われての初出場だった。試合
のやり方やポイントの数え方もよくわからない間に勝っ
てしまった。「あなた勝ちましたよ」と言われ「はい、
そうですか」と答えてクラブハウスに戻った。
　準決勝に進み当時のテニス界の女王加茂純子に敗れた。

トーナメント初優勝（1941年　文化学院2年生）
　第23回毎日選手権で初めてのトーナメント優勝を果
たした。

全日本選手権前人未到の活躍の始まり（1951年　29歳) 
　第24回女子ダブ
ルス（名古屋栄コー
ト）朝長慶子と組ん
で初優勝、そこから
7連覇、準優勝をは
さんで4連覇　計女
子ダブルス11回制
覇する。第25回大
会は単・複・混合の
３冠達成した。

　夜行列車で８時間の長旅で大阪に向かった。会場は中
モズコート。副賞にもらった姫鏡台３台を重い荷物とと
もに駅まで引きずって帰った。
　シングルスはこの初優勝から準優勝、優勝、準優勝と
なり、29回大会から8連覇達成、通算10回の制覇とな
る。【写真提供：㈱ベースボールマガジン社 激動の昭和スポーツ史テニス】

　ミックスダブルスは鵜原謙造パートナーと第26回大
会から4連覇、第33回大会から2連覇、第38回大会か
ら石黒修と組んで３連覇、通算9回制覇する。

全日本選手権シングルス8連覇へ（1962年　40歳）
　何よりテニスが好きだった
が、どうしても勝ちたいと必
死になったわけではなかっ
た。
　しかし私を必死にさせ、な
んとしても勝ちたいと思わせ
る選手が登場した。アメリカ
からやってきたドロシー・
ノード夫人だった。機会ある

ごとに練習熱心な彼女に練習を頼み込み、その動きを研
究した。ドロップショットやバックのドライブを学び、
ネットプレイの面白さを教えられた。東伏見クラブでの
試合には渋谷の自宅まで車で迎えに行き、会場まで乗せ
て行ってあげた。そういった練習の甲斐あって、第36
回大会（1963年）でシングルス8連覇を達成し、最後の
全日本選手権シングルスのタイトル獲得の記念すべき出
来事となった。【写真提供：㈱ベースボールマガジン社 激動の昭和スポーツ史テニス】

朝日生命テニス教室（1955年　33歳）
　硬式テニスの認知も低かった
当時、ティーチングプロは佐藤
俵太郎と渡辺政治の二人しかい
なかった。テニス人口をもっと
増やすためと地方にテニスを広
めるため、最初の3年間関わっ
た。頼まれたその土地のクラブ

全日本選手権優勝者
宮城　淳・加茂公成、加茂幸子
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ていたテニス関係者からそれが全豪選手権の本戦だ
ったと知らされた。未だに信じられない。

　優勝したマーガレッ
ト・スミス選手（コー
ト夫人）のプレーは衝
撃的であった。ミスバ
ンドする芝でどうして
あんなに上手くプレー
できるのか。これが女
子の世界のトップなの
か。まるで男のような
パワーテニスにただた
だ唖然とした。私のテ
ニス人生最大のショッ
クな出来事だった。

に行くと、先生が生徒を連れて来るというやり方で、
コーチ陣を揃えて全国規模のテニス教室はその後50年
ほど続いた。

初めての海外遠征（1960年　38歳）
　協会から渡された一人25ドルの外貨を手に男子２
人、女子２人が、インドネシアへ向け羽田を飛び立った
のは12月半ばを過ぎた頃だった。現地は夏で到着した

初めてのデ杯見物と全豪オープン初出場（1964年　42歳）

翌日からもう試合だった。それも朝7時から始まって
10時までが午前の試合、お昼寝の時間があり、午後は
3時半から再開する変則スケジュールにびっくりした。
男子シングルス以外は全て日本の勝利で、アジアの中で
これくらい強いのだということが確認でき、嬉しかっ
た。しかし男子のように世界へ出て、世界のトッププ
レーヤーを見たり、戦ってみたいという私の思いは満た
されなかった。

初めてのフェデレーションカップ（1964年　42歳）
　前年から始まったフェ
デレーションカップ（ア
メリカ開催）に宮城黎
子・黒松和子・小幡陽子
の３人が派遣されること
となった。国際交流が少
なかった女子にも、やっ
と光が当たり始めた年
だった。当時の参加国は

19カ国、芝のコートでの初戦は南アフリカが相手で０
－３と負けてしまった。
　全豪も全米も全英も芝。日本にない芝のコートで戦う
にはどうしたらよいか、随分考えさせられた。

初めてのテニスショップオープン（1964年　42歳）
　世界でもまだテニス用
品の専門店はあまり見ら
れなかった時代に、新宿
伊勢丹６階の一角に「レ
イテニスショップ」を
オープンした。「商売に
ならないでしょうね」と
言われたが、ひっきりな
しにお客が来て、午後５
時半の閉店時間になると
本当にくたびれた。友人
や知人が通りがかりに
寄って行くので、おしゃ
べりやお茶を飲んだりとそちらも大忙しだった。雑誌
「ワールドテニス」が３０冊以上定期的に売れ、アメリ
カのテニスの小物も珍しいと人が集まった。

　ストリングスもその場で張るために、１台30万円も
するガット張り機をドイツ製とアメリカ製の２台購入し
た。T2000が出たときは困った。張り方がわからな
い。アメリカから張ったものを持ってきたお客から見せ
て貰いようやく張れるようになった。
　伊勢丹の服飾研究所の協力で、新しい生地の開発にも
挑戦した。当時はワンピース全盛時代。
　デザインのラフを自分で起こし、子供用のサイズ７か
ら大人用の15まできめ細かくサイズを分けたのも人気
を呼んだ理由だった。

日本初のテニス学校　伊勢丹テニススクール（1967年 45歳）
　プライベー
トレッスンが
主流でグルー
プレッスンは
絶対無理と言
われたが、つ
いに夢が実現
した。水・
土・日の週３日、１回１時間30分。ラーメンが1杯
100円の当時、受講料は月1000円「デ杯選手からビ
ギナーまで」をキャッチフレーズに掲げた。申込者が殺
到し、小学3年生から社会人・主婦まで、1期生120人
が集まった。
　翌月の申し込みを伊勢丹のレイテニスショップで受け
付けると、エスカレーターやエレベーターで上がったの
では間に合わないと6階のショップまで皆が階段でダ
ダーっと駆け上がってくる。受付のたびに大騒ぎになる
ので、四谷警察からお叱りを受けてしまった。2期生は
150人と希望者は膨れ上がり、コートを３面に増や
し、毎日やるようになった。

　「どうしても外国のトップ選手のプレーが見た
い」と言うと鵜原謙造さんが「オーストラリアのデ
杯決勝を見に行こう」と
なり貨物船で行くことに
なった。甲板で毎日テニ
スをして過ごした。
　決勝戦観戦後シドニー
で大会があるとのことで
シドニーに回り、直接交
渉して予選に出させても
らった。芝のコートに戸
惑っている間に試合は終
わり１回戦負けであっ
た。ところが40年も経
ってから、記録を整理し







宮　城　黎　子　年譜

初めて稼いだ賞金　4000円（1968年　46歳）
　1968年　プロもアマも同じ土俵で戦い、勝利者は
賞金を得るというオープン化が実現した。ニュージーラ
ンドで開催の世界最初の賞金大会にテニス仲間５人と出
場した。「私たち、賞金が出る最初の大会に出たわ」と
喜び合った。貰った賞金は20ドル、円換算でおおよそ
4000円だが、嬉しさに変わりはなかった。

日本女子庭球連盟の発足（1968年　46歳）
　1967年11月
田園倶楽部のクラ
ブハウスに70人
が集まり、発足会
議が始まった。女
子も海外で試合を
する大切さを理解
してもらうには、
団体として発言していかなければ効果はない。
　それを表明しに日本協会へ行って、できたのが日本女
子庭球連盟（現日本女子テニス連盟）である。

日本最初のテニス誌　モダンテニスの発刊（1969年　47歳）
　指導者や増えつつあるテ
ニスファンに正しい情報を
伝えないと日本のテニスは
どんどん世界から遅れてし
まうとの思いから、雑誌モ
ダンテニスを年4回発行の
季刊誌として発刊した。
　それから７年、第３４号を
もって休刊とした。世界の
情報を伝えたいという初期
の目標は果たせた。

フェデレーションカップ監督就任（1978年　56歳）
　フェデレーションカップは第２回大会に初めて参加し
たが、その後4年間は不参加、1970年から復帰した
が、なかなか勝てなかった。1978
年メルボルン、1979年マドリー
ド、1980年西ベルリン、1981年
東京、1982年サンタクララと５年
間監督を務めた。
　1979年　日本チームの強化の一
環として、アメリカのエイボン・
フューチャーズ・サーキット（アメ
リカ、カナダの１０都市で２週間単
位で開催の長丁場の大会）を強化の
舞台に選び、４年間アメリカを転戦
した。
　1980 年　野村貴洋子、古橋富
美子、柳昌子、佐藤直子の４選手と
ともに西ドイツに滞在し、イギリス
の小さな大会を回る旅をした。
　1981年　日本で初開催のフェデ
レーションカップでのベスト８入り
を目指して最後の強化合宿としてイ

タリアのサテライトサーキットに参加（古橋富美子、柳
昌子、井上悦子、岡本久美子、岡川恵美子）。
　11月多摩川園ラケットクラブで行われた第19回フ
ェデレーションカップでは、目標としたベスト８入りは
逃したが、高２トリオと呼ばれた選手たちが、世界のサ
ーキットに出ていくベースにはなった。
　1982年　古橋富美子、柳昌子、井上悦子、岡本久美
子を連れてアメリカ西海岸のサマーサーキットに参加。

雑誌テニスクラシック・ブレーク編集長（1980年　58歳）
雑誌テニスクラシック・ブレークでコラム連載スタート
（1994年　72歳）
本「庭球浪漫紀行」発行（2006年　84歳）
本good days, good years, good life

　　　　　　　「宮城黎子の昭和テニス史」
　　　　　　　 (2008年　86歳)

2008年６月１日　永眠　86歳
　　引用　日本文化出版㈱「宮城黎子の昭和テニス史」
　　　　　　　　　　　　（2008年5月1日第1刷発行）

昭和42年11月　田園クラブに桑名・井上・
宮城ほか46名の選手が集まり、話し合いが
持たれた

テニスミュージアム設立活動
　「日本のテニス文化を守り育てる」ためにはテニ
スミュージアムが必要と提唱し、テニス協会に働き
かけ、テニス資料館準備室を発足（2002年）させ、
初代委員長に就任する。その後のテニス資料館準備
委員会（改称）、現在のテニスミュージアム委員会
（改称　2007年）につながる功績を残す。また高
額の寄附により宮城黎子テニスミュージアム基金が
設立され、現在の日本テニス協会「テニスミュージ
アム設立に関わる寄附」の礎となっている。











































